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　令和４年第３回五木村議会定例会が、９月７日～９日の３日間開催し、「報告　２
件」、「条例一部改正　２件」、「財産処分　１件」、「補正予算　５件」、「認定　10件」
と、最終日に「業務契約委託の締結　１件」の追加され、合計２１件が上程された。
　一般会計予算は、１億2,048万４千円を追加し、総額37億4,433万8千円とした。
主なものとして、新型コロナウイルス感染症対策関連、災害復旧工事関連等を計上さ
れた。
　２日目の一般質問では、２名の議員が「ふるさと納税」や「地区座談会」、「公園管理」、
「流水型ダム問題」について、執行部に質した。
　認定第1号から第 10号までの令和３年度五木村一般会計及び９つの特別会計の決
算認定については、決算認定審査特別委員会（藤本新一委員長）を設置し、委員会に
付託された。
　残りの議案はすべて全会一致で可決された。

令和３年度決算
決算認定審査特別委員会を
設置

こんなことが
決まりました

９ 月
定例会

―　第３回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

議案
第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第45号 五木村鳥獣被害対策実施隊設置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第46号 財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第47号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第48号 令和４年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第49号

令和４年度五木村農業集落排水事業特別会計補正予算（第1
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第50号 令和４年度五木村介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第51号 令和４年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第52号 業務委託契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠
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―　第５回臨時会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

議案
第53号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第35号 令和４年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

　令和４年10月 7日、令和４年第５回五木村議会臨時会を開会。
　会期を 10月７日の１日限りとし、五木村一般会計予算に２億 8,707 万３千円を
追加し、総額 40億 3,141 万 1千円、また五木村情報通信事業特別会計予算に 258
万 5千円を追加し、総額1億 1,162 万 1千円の 2議案を上程し、議題とした。災害
復旧費以外では、エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者に対す
る緊急支援給付金として1千万円と県立人吉高校五木分校創立50周年記念事業賛助
金として10万円を計上した。すべての議案について全会一致で可決した。

台風14号による災害復旧費
２億7,337万5千円

第５回
臨時会

村道下梶原線

林道菊池人吉線
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村政
を
問う
一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
税

額
、
五
木
村
民
の
利
用
状
況
は
。

令
和
３
年
度

で
は
、６
人
、29
万
５
，４
０
０
円

ほ
ど
他
の
自
治
体
に
利
用
が
あ
っ

た
。対
し
て
五
木
村
に
は
３
，４
６

５
万
７
，０
０
０
円
の
調
定
額
と

な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度

ま
で
に
５
，７
９
０
万
円
程
度
積

み
立
て
て
い
る
。

返
礼
品
で
多
い
も
の
、
そ

し
て
そ
の
課
題
は
な
い
か
。

五
木
村
独
自

の
返
礼
品
は
51
品
目
、
多
い
も
の

は
熊
本
県
と
の
共
通
品
に
な
る
。

課
題
と
し
て
は
、
共
通
品
目
を
外

す
と
減
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
は
体
験
型

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
五
木
独

自
の
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
は
企

画
し
な
い
の
か
。

現
在
「
球
磨

川
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
を
５
町
村
で

実
施
し
た
。
今
後
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、

ヴ
ィ
ラ
の
宿
泊
、
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

ン
プ
の
検
討
を
し
た
い
。

県
道
の
期
成
会
に
つ

い
て

道
路
の
期
成
会
の
活
動
経

過
と
そ
の
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

一
般
県
道
五
木
湯
前
線
・

幸
野
染
田
線
改
良
貫
通
促
進
期
成

球
磨
川
流
域
河
川
計
画
へ

の
意
見
等
は
無
か
っ
た
の
か
。

ダ
ム
へ
の
環
境
、
ま
た
、

ダ
ム
全
体
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
話
が
あ
り
、
今
後
、
住
民
の

方
に
分
か
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
。

地
区
座
談
会
の
意
見
等
に

対
し
て
ど
の
様
に
回
答
し
て
い
く

の
か
。

最
終
的
な
取
り
ま

と
め
、
計
画
等
に
つ
い
て
出
来
た

時
に
区
長
会
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

会
と
小
鶴
原
女
木
線
改
良
貫
通
促

進
期
成
会
が
あ
る
。
五
木
湯
前
線

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
に
約
３
，
０
０
０
万
円
の

事
業
、
小
鶴
原
女
線
に
は
10
年
間

で
１
億
３
，
３
０
０
万
円
の
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

期
成
会
の
活
動
の
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
要
望
活

動
が
な
か
な
か
出
来
て
な
い
部
分

も
あ
る
。
今
後
、
五
木
村
の
振
興

を
考
え
た
時
に
国
・
県
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

地
区
座
談
会
に
つ
い

て
地
区
座
談
会
の
取
り
ま
と

め
は
、分
析
は
い
つ
ま
で
に
行
わ
れ

る
の
か
。

19
地
区
、
25

回
を
開
催
し
て
２
０
０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
と
り
ま
と
め
途
中

で
、
国
道
、
県
道
の
要
望
や
水
道

施
設
等
の
維
持
管
理
の
要
望
が
多

か
っ
た
。

地区座談会とりまとめは
木下村長　区長会などを通じて報告したい

早田 吉臣 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

住
民
税
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

村
長

村
長

村
長

地区座談会の様子

産
業
振
興
課
長

ふるさと納税返礼品
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外
は
な
い
と
思
う
。
ほ
と
ん
ど
デ

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
思
う
。

流
水
型
ダ
ム
で
想
定
で
き

る
沈
殿
し
た
泥
や
漂
流
物
の
堆
積

が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で

ダ
ム
を
容
認
す
る
の
か
。

汚
泥
の
問
題
や
流
木
の
問

題
、
村
の
振
興
策
な
ど
を
し
っ
か

り
見
届
け
て
、
最
終
的
な
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

汚
泥
問
題
対
策
に
ダ
ム
内

に
《
副
ダ
ム
》
を
造
る
考
え
は
な

い
か
。

副
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
高

さ
、
規
模
、
湛
水
面
積
等
議
論
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
村
が
望
む

の
で
あ
れ
ば
そ
う
い
う
も
の
も
出

て
く
る
。こ

の
ダ
ム
計
画
は
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
ダ
ム
計
画
で
あ
る
。
す

べ
て
の
村
民
の
電
気
代
く
ら
い
は

賄
う
よ
う
な
発
電
所
を
計
画
す
る

考
え
は
な
い
か
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し

て
、
砂
防
ダ
ム
な
ど
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
を
調
査
検
討
中
で
あ

る
の
で
、
新
た
な
発
電
所
を
造
る

考
え
は
な
い
。

村内にある公園の数や管理など
は把握しているのか
産業振興課長　県などと協議して対応していきたい

村政
を
問う
一般質問

公
園
に
つ
い
て

公
園
は
全
部
で
何
カ
所
あ

る
の
か
。

村
で
管
理
し

て
い
る
公
園
は
18
カ
所
で
あ
る
。

瀬
目
公
園
の
展
望
台
は
危

険
と
は
思
え
な
い
が
『
劣
化
に
伴

い
危
険
』
の
札
が
貼
っ
て
あ
り
入

れ
な
く
し
て
あ
る
が
な
ぜ
か
。

公
園
で
す
の

で
そ
う
い
う
看
板
が
あ
る
こ
と
自

体
景
観
上
よ
く
な
い
の
で
対
応
す

る
。

展
望
台
か
ら
眺
め
る
と
樹

木
が
多
く
塞
が
り
川
な
ど
が
良
く

見
え
な
い
の
で
少
し
伐
採
を
し
た

ら
ど
う
か
。

国
の
所
有
に

な
る
の
で
協
議
し
た
い
。

県
道
宮
原
五
木
線
沿
い
に

あ
る
元
井
谷
の
公
園
は
県
の
管
理

と
思
う
が
、
県
に
お
願
い
し
て
構

造
な
ど
も
含
め
て
も
っ
と
き
れ
い

に
で
き
な
い
か
。

防
犯
面
も
あ

る
の
で
県
と
協
議
を
す
る
。

大
通
峠
公
園
の
芝
生
は
き

れ
い
だ
が
、
ダ
ニ
が
沢
山
い
る
。

ま
た
、
公
園
内
に
車
で
入
っ
た
跡

が
よ
く
つ
い
て
い
る
。
全
体
を
金

網
で
囲
っ
た
ら
ど
う
か
。

ど
ん
な
も
の

が
い
い
か
景
観
上
も
含
め
て
対
策

を
検
討
し
た
い
。

五
木
源
パ
ー
ク
は
水
は
け

が
悪
い
が
、
何
か
対
策
は
な
い
の

か
。

芝
生
の
養
生

も
含
め
て
専
門
家
に
相
談
を
し
て

調
整
管
理
を
し
て
い
く
の
で
併
せ

て
対
応
を
検
討
す
る
。

白
滝
公
園
は
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
は
禁
止
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ

キ
ャ
ン
プ
を
黙
認
す
る
の
か
。

手
書
き
で
禁

止
の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
が
、
今

後
は
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ダ
ム
に
つ
い
て

流
水
型
ダ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
れ
ば
何
が
あ
る
の
か
。

メ
リ
ッ
ト
は
作
り
出
す
以

田山 淳士 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

質
問

質
問

産
業
振
興
課
長

質
問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

瀬目展望所（瀬目公園）

大通峠公園
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　9月27日に五木中学校３年生による村内初の「中学生議会」が開かれました。３年生の皆さんは、
これまでに総合学習の一環として、五木村の歴史や文化についての学習や村内のいろんな職種の職
場体験、村が直面している諸問題など自らの将来に向けての学習に取り組まれてきた。さらに税の
学習では、その税をどうように意義のある使い方をしたらいいのかなども学習し、それらを基に「ふ
るさと五木村」の未来のすがた、将来の主権者としての意義を高め、もっと暮らしやすく、もっと
発展する五木村であってほしいと10名がそれぞれの思いを一般質問として村執行部を質した。ま
た、村執行部は、木下村長をはじめ、西教育長、各課長が出席し、それぞれ答弁を行った。
　中学生議員からは、ダム問題をはじめ、情報発信、観光施設の管理、農林産物への支援、交通手
段、学習支援など幅広く持続可能なむらづくりに向けての質問がなされた。
　議会も議員控室で傍聴させていただいたが、堂々とした態度で、鋭い質問が次々とあり、今後の
村執行部の取り組みを更に注視し、議会としても中学生や村民の皆さんの思いを受け執行部と共に
村の振興に取り組んでいきたいと思います。

中学生議会
　初開催‼
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か
ら
、
こ
こ
の
肉
は
と
て
も
き
れ

い
で
、
一
番
安
い
と
褒
め
て
い
た

だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

●
五
木
村
で
の
生
活
は
ど
う
で
す

か
？

　

趣
味
は
、ハ
チ
の
巣
取
り
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
ハ
ン
タ
ー
で
有
名
で

60
年
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

遠
く
は
福
岡
や
天
草
な
ど
に
も
出

向
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

無
料
で
す
。

　

最
近
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
の
放
流
も
や
っ

て
い
ま
す
。

●
村
や
議
会
に
対
し
て
の
要
望
な
ど

あ
り
ま
す
か
？

　

議
会
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
、

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
素
早
い

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

６日 広報委員会（第２回）
  人権教育推進協議会・青少年育成会議総会（岡本議長）
７日 坂本人吉線・小鶴原女木線期成会（岡本議長）

11日 人吉下球磨消防組合議会臨時会（川邉議員）
12日 定例郡議長会議（岡本議長）
13日 定例全員協議会（全議員）
 広報委員会（第３回）
14日 ダム促進協・三期成会総会（岡本議長）
15日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
19日 県）監査委員研修会・臨時総会（田山監査委員）
20日 例月監査（田山監査委員）
 山形県村山地方町村議会視察研修来庁（岡本議長）
21日 決算審査（田山監査委員）
22日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
27日 県）常任委員長・議会運営委員長研修会（各委員長）
27日～ 28日
 決算審査（田山監査委員）

３日 定例全員協議会（全議員）
４日～５日　決算審査（田山監査委員）
８日 臨時全員協議会（全議員）

10日 定例郡議長会議（岡本議長）
17日～ 19日　決算審査（田山監査委員）
22日 例月監査（田山監査委員）
23日 議会タブレット講習会（全議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
24日 県）正副議長研修会（岡本議長・中村副議長）
26日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
31日 議会運営委員会（各委員）

１日 定例全員協議会（全議員）
  川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
２日 定例郡議長会議（岡本議長）

  ７日 議会運営委員会（各委員）
７日～９日　第３回議会定例会（全議員）
  ８日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
20日 臨時全員協議会（災害現地視察）（全議員）
21日 例月監査（田山監査委員）
22日 子守唄の里Ｇ・Ｇ大会（各議員）
27日 中学生議会（各議員）
 広報委員会（第１回）

●
自
己
紹
介

　

母
親
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、

母
親
は
高
齢
の
た
め
施
設
に
入
所

し
現
在
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。

　

12
年
前
、
長
年
住
み
慣
れ
た
福

岡
か
ら
帰
郷
し
ま
し
た
。

●
仕
事
に
つ
い
て

　

仕
事
は
、
鹿
の
解
体
所
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
大
変
で
す

が
、
有
害
駆
除
の
観
点
か
ら
も
大

変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

ま
た
東
京
や
大
阪
な
ど
の
取
引
先

議会の動き（7月～9月）
7
月

8
月

9
月

上
うえはら

原　宇
う

一
いちろう

郎さん 70歳（平沢津）
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次
回
の
定
例
会
は
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

　

令
和
４
年
も
残
り

２
か
月
と
な
り
、
今

年
最
後
の
議
会
だ
よ

り
（
や
ま
め
）
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ダ
ム
問
題
に
明
け
て
、

ダ
ム
問
題
に
暮
れ
そ
う
で
す
。
議

会
も
今
が
頑
張
り
時
で
、
ダ
ム
問

題
も
正
念
場
に
来
て
い
ま
す
。
新

た
に
発
表
さ
れ
た
流
水
型
ダ
ム
問

題
は
、
議
会
に
も
大
き
な
課
題
を

投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
環
境
問
題
や
村
の
振
興
策
な

ど
議
会
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

下
流
域
の
安
全
を
守
る
た
め
だ

け
の
ダ
ム
で
す
が
、
五
木
村
は
ダ

ム
に
よ
る
村
づ
く
り
で
頑
張
っ
て

来
ま
し
た
が
、
話
が
二
転
三
転
し
、

翻
弄
に
翻
弄
さ
れ
56
年
も
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
事
を
言
え
ば
、
鬼
が
笑

う
と
い
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
時
は

経
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
令
和
５

年
こ
そ
進
展
し
た
い
い
年
に
な
り
、

皆
さ
ん
が
お
元
気
で
お
過
ご
し
出

来
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
編
集

後
記
と
し
ま
す
。

田
山　

淳
士

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子
vol.11

　

五
木
村
の
い
い
と
こ
ろ
は
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
お

い
し
い
く
ね
ぶ
や
ヤ
マ
メ
、
栗

や
し
い
た
け
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
、
ぼ
く
は
お
い
し
い

く
ね
ぶ
を
も
っ
と
も
っ
と
た
く

さ
ん
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
五
木
村
以
外
の
人
に
も

「
く
ね
ぶ
は
お
い
し
い
よ
。」
と

教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
二
つ

目
は
、
自
然
豊
か
で
、
清
流
川

辺
川
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
川
辺
川
は
、
ぼ
く
の
家
の

近
く
を
流
れ
て
い
る
の
で
、
夏

は
す
ぐ
に
遊
べ
て
、
五
木
村
の

自
慢
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
五
木
村
が
い
つ
ま
で

も
優
し
い
人
が
い
る
村
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
理
由

は
、
五
木
村
の
み
ん
な
が
に
こ

に
こ
笑
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思

う
か
ら
で
す
。
そ
う
す
る
た
め

に
、
み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
安
全
で
み
ん
な
が
楽
し
い

と
思
え
る
五
木
村
に
し
た
い
で

す
。

　

私
の
五
木
村
の
好
き
な
と
こ

ろ
は
、
自
然
が
豊
か
で
緑
が
多

い
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
が
多
く

て
川
が
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
々
が
優
し
い
で
す
。

ほ
か
に
も
く
ね
ぶ
や
し
い
た
け
、

豆
腐
、
ヤ
マ
メ
な
ど
の
特
産
品

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
に

な
る
と
桜
が
き
れ
い
で
す
。
夏

に
な
る
と
七
夕
飾
り
が
た
く
さ

ん
立
て
ら
れ
、
色
鮮
や
か
で
す
。

秋
に
な
る
と
山
が
紅
葉
し
ま
す
。

学
校
や
五
木
の
道
路
か
ら
山
を

見
る
と
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

冬
に
な
る
と
雪
が
た
く
さ
ん
降

り
ま
す
。校
庭
に
は
雪
が
積
も
っ

て
い
て
、
友
達
と
遊
ぶ
の
が
楽

し
み
で
す
。

　

こ
ん
な
五
木
村
の
た
く
さ
ん

の
自
然
を
私
た
ち
が
守
り
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
な
五
木

村
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

五
木
東
小
学
校　

５
年

竹た
け
む
ら村

心し
ん
ご吾

さ
ん

五
木
東
小
学
校　

５
年

下し
も
の野

杏あ
ん
り里

さ
ん

いいところがたくさんある五木村私の五木村の好きなところ


